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研究成果の概要： 
タイヒミュラー空間およびその境界が表現する平面領域の解析的性質について成果が得られた．

たとえばタイヒミュラー空間の内部に現れる単連結領域がそのリーマン写像の増大度で特徴づ

けられた．このような領域は多次元空間でそのポテンシャル論的性質も研究され，新たな知見

を得た．複素力学系では中立不動点の摂動において，放物的くりこみの概念が定義され，それ

を用いて局所不変集合の構造が決定された．多変数値分布論においては，準アーベル多様体で

の第二主要定理が証明され，正則曲線の代数的退化に対して新しい知見を得た． 
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１．研究開始当初の背景 
タイヒミュラー空間の分野で志賀はリーマ
ン面の正則族の global monodromy の必要条
件を得，さらに底空間 が特別な場合に正則
族の個数評価を得ていた．また，今吉は正則
族の universal covering を研究し，正則族
が Kodaira surface の場合に global 
monodromy などを考察した． 
ポテンシャル論では志賀は境界付きのリー
マン面において Dirichlet解が擬等角変形に
よってどのように変化するかを明らかにし，
擬等角写像によるポテンシャル論的な性質

の不変性について論じた．村田は歪積型楕円
型方程式に対するマルチン境界を構成す  
る一般的方法を与え，その応用として幾つか
の方程式・偏微分作用素の変動に対するマル
チン境界を具体的に決定した．相川は一様
John 領域に対して，一様境界 Harnack 原理を
証明し，Martin 境界の研究を行っていた． 
複素多様体の分野では宮嶋は正規孤立特異
点の変形をその境界上の強擬凸 CR 構造の変
形を通じて研究し，正規孤立特異点の変形の
「倉西プログラム」を完成していた．野口は
J. Winkelmann との共同研究で，準アーベル
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多様体の因子と代数曲線からの有理写像の
剛性定理と有限性定理を得た． 
複素力学系では宍倉は，くりこみ理論，特に，
放物型不動点とその分岐に関連したくりこ
みの枠組みをの研究をした．角は主として有
限個の有理函数の作る半群の力学系を研究
し，ある種の双曲性をもつ有限生成有理半群
のジュリア集合のハウスドルフ次元をポア
ンカレ級数を用いて評価していた． 
 
２．研究の目的 
多様体を変形した時に生じる様々な現象を
解析・幾何的な立場から，いろいろな不変量
を観察することによって総合的に論じる．本  
研究では，「変形空間」そのものの探求に加
えて「変形によって生じる影響」，すなわち，
様々な基本概念，不変量がどのように変化  
するかを，複素解析の総合的な観点から考察
する．研究課題全体としてはこれらの分野を
「解析構造の変形」という立場から捉えて，  
相互関係を重視した総合的な研究にする． 
 
３．研究の方法 
研究課題を以下の４つに分ける． 
（１）．タイヒミュラー空間論, （２）．複素
多様体，複素幾何, （３）．偏微分方程式，ポ
テンシャル論, （４）．複素力学系 
上記４つの有機的な interaction：すなわち，
これらの分野の一線級の研究者による組織
を作り，研究を遂行するとともに，相互に有
機的に研究結果を交換し，総合的に新しい知
見を求める 
 
４．研究成果 
志賀啓成は Klein 群の不変集合の Riemann
写像を研究し，その境界挙動をいくつかの場

合に明らかにし，擬フックス群などの特徴付

けに成功し，双曲多様体の変形理論と等角写

像論の関連性についての新たな知見を得た．

また，正則函数の連続度に関する古典的な

Hardy-Littlewood の定理を改良した．この結

果は研究分担者の相川弘明らにポテンシャ

ル論的な見地からの興味を引き起こしてい

る．リーマン面の理論では，単位円板の力学

系に関する Denjoy-Wollf の定理をリーマン

面の自己正則写像に拡張し，力学系理論のリ

ーマン面論，離散群論に対する新たな知見を

得た． 
相川弘明は，C1,1-領域と内部および外部球条

件を満たすことが同値であることを示し，

Green 関数の比較を用いて C1,1-領域におけ

る境界 Harnack 原理を証明した． 
さらに，任意の領域において大域的な境界

Harnack 原理が成立することと，大域的な 
Carleson 評価が成立することが同値である

ことを示し，John 領域において調和測度が

強ダブリングであることと，領域が準一様で

あることが同値であることを示した． 
須川敏幸は単位円板上の正則函数（一様局所

単葉函数や像がある領域に含まれる函数な

ど）がハーディー族に含まれるための条件に

ついて研究を行った（Y. C. Kim 氏との共同

研究）．また，Peschl-Minda による不変微分

作用素を組織的に研究し，その応用として高

階の不変シュワルツ微分を定義し，その基本

的な性質を研究した（Seong-A Kim 氏との共

同研究）さらに，平面領域の双曲軽量の詳細

な評価や，錐特異性を持つ場合の諸問題につ

いて研究を行った（Vuorinen 氏，Kraus 氏，

Roth 氏らとの共同研究）． 
村田實は放物型方程式に対する初期値・境界

値問題の非負値解の一意性定理を応用して,
歪積型楕円型方程式のマルチン境界を決定

する方法を与えた.放物型方程式の非負値解

の構造を研究し, 一般的でほぼ最適な仮定

[intrinsic ultracontractivity]の下で任意の

非負値解の具体的な積分表示を与えた.また，

土田哲生とともに周期係数楕円型作用素を

研究し, グリーン関数の漸近形を与えるとと

もに極限吸収原理を示した. 
松崎克彦は漸近的タイヒミュラー空間に固

定点をもって作用する擬等角写像類群の部

分群について，その特性を研究した．また，

発散型のクライン群について，その性質を研

究した． 
野口潤次郎は，準アーベル多様体へのレベル

１の打ち切り個数関数による最良な第二主

要定理証明し, 応用として新しい正則曲線の

代数退加定理などを得た.更に, 正則束の接

続を使う方法により値分布理論の研究を進

めた. 
一般に，特異点へのアプローチには，定義方

程式に基づく代数的方法の他に，その内在的

構造に基づく解析的アプローチが考えられ

るが，宮嶋公夫は，主として複素構造の安定

変形の視点から正規孤立特異点のモジュラ

イへのアプローチを行い，『非特異部分の複

素構造の安定変形』による特異点の変形空間

の（複素 3 次元以上の場合の）構成と『特異

点解消』の変形空間の構成に係る解析的困難

を克服し，それらの構成を行った． 
今吉洋一は孤立特異点の周りのリーマン面

の正則族のモノドロミーに関する松本－モ

ンテシーノスの定理の証明をタイヒミュラ

ー空間論の立場から与えた．また，小平曲面

のある種のタイプの正則なセクションを完

全に決定することに成功した． 
宍倉光広は無理的中立不動点を持つ複素力



 

 

学系の研究を主に行った.稲生啓行氏との共

同研究では,放物型不動点を持つ場合, およ

びその摂動の場合に,放物型（近放物型）くり

こみの概念を定義し, それに関して不変な 
関数空間を定義した.この結果の応用として,
回転数が高いタイプの無理的中立不動点を

持つ２次多項式について, その局所不変集合

を決定した. 
角 大輝はリーマン球面上の有理写像の族で

生成された写像の合成を積とする半群の力

学系と, リーマン球面上におけるランダムな

有理関数力学系の両者の理論を, 互いに交錯

させながら, 基礎から構築した.特に, ランダ

ムな複素力学系において, 無限遠点に収束す

る確率の関数が, ある条件下において, リー

マン球面上で連続でありながら付随する半

群のジュリア集合というフラクタル図形の

上でのみ変化するという興味深い性質を持

つことを発見し, そのメカニズムを詳しく考

察した. 
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